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 §2,ε>0に対してTεを次のように定義する。μ(ξ,γ)烹λ(εξ,γ)とし,Tε二丁μとおく。
 
 猪狩の議論を精密化することにより,Tεが有界で,そのノルムがεに関係しない定数でおさえ
 られると,Tλの有界性が得られる事を示す。
 応用として,先ず,単位円内の解析関数に対して定義されるLittlewooLP&}eyのg*一関数
 と,上半平面上の解析関数に対するg*とを考えるとき,一方の有界性が,他方の有界性を導
 く事を§3で示す。§4では,Rardy空間H1(R)の関数fに対して,{Rl、}が}王adam盆rdの意味
 の間隙数列ならば,フーリエの逆変数の公式:f(x)ニiimk、。。∫至(ξ)exp(2πlxξ)dξが,殆ど
 すべての点xで成立する事を示す。ここで,積分区間は(一Rk,Rk)である。
 次に,§1の定理を改良する事を試みる。Tλは,λ(・,γ)が有界でなくとも,緩増加な超関数
 であれば定義可能である。しかし,壁体磐;ドのときなど,Tλが強(p,p)型であれば,その必
 要条件としてλ(・,γ)の有界性が出てくる。ところが,フーリエ解析で扱われる作用素の中に
 は,λ(・,γ)が有界とならない場合も多い。たとえば,フーリエ変換のRlesz-Boch且er平均の収
 
 束を調べるために,h。と同様なものを定義するとき,そのような場面に遭遇する。そこで,§5
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 において,「λ(・,γ)が有界」という条件を緩め,いくつかの作胴素に応用する。§6においては,
 
 p訟1の場合を考慮し,Tλの弱(1,1)型より,Tλが(Llog+L)(Tn)からし1(Tn)への有界作用素
 となる事を導く。
 第二章。Fを単位円内の解析関数とする。G(θ,φ,γ)=1(1-r)/{1-rexp(iφ)}1・F'(rexp
 l(θ十φ))とし,G(θ,・,・)のBenedek-Panzoneの混合LQ((一π,π)×(0,1))一ノルムをとっ
 たものをg崖,q(F)(θ)とおく。ここでQ=(q,q'),1/q+1/q黛1そしてq≧2。α篇1,qニ2の
 場合が,Llttlewood一%1eyが導入したg*一関数である。
 洲之内(1956),Zugmund(1956)。T.M.Flett(i957)は,q≧2,0<PくOo,α>max{i/P,
 1-Vq}であれば,作粥素9委1,が強(HP,LP)型となる事を示し・クリティカルな場合(α×1/
 p)は,q=2,0<p≦iに対して,弱(HP,LP)型より少し弱い形の評価を与えている。Fefferman
 (1970)は,i<P<2,α=1/Pのとき,9童,、が弱(HP,LP)型である事を示した。彼の用いた・
 関数分解の手法や,FεHPは零点を持たない二つのHP一関数の和で表わされる事等を使って,
 σ≧2,0<P<2,1/P+1/q>1,α⇒/Pに対して,9凄,,が弱(Hp,Lp)型となる事を・§1で示
 す。
 次に,多変数の場合への拡張を考える。第一章の結果によって,フーリエ変換を考察すれば
  
 十分である。鼓πの定義において,(S餐F)(θ)をRn上の関数fのRiesz・Bo曲貧er平均(S餐{)(x)
 で,L2(虚RIR)一ノルムをLq(尋RIR〉一ノルムで置き換えたものを鮎,q({)(x)とする。洲之内・
 猪狩一食坪により,i<p<oo,λ>nil/p-1/21+1/2のとき,h、,2が強(P,p)型である事が
 示されている。9二,,に関する結果より・h4,qは・q≧2・0〈P<2・α>m飲{n(1/P-1/2)+1/
 2,i-i〆q}のとき,強(H野鍛R),L?(陣)〉型で,q≧2,0〈P<2,熱/p十1/q>(n十1)/2,α=
 n(i/p-1/2)十i/2のとき弱(HP(鍛n〉,LP(農n))型になるものと予想される。0〈p〈1の場合,
 これが実際に成立する事が,ato磁分解を用いて証明する事ができる。このことを§2で述搾る。
 第三章。最大}{ilbert変換(H紛(x〉濡sup{1∫lyl〉。f(x-y)dy/yl;ε>O/が荷重測度
 dx/(1+lx!α)に関して弱(1,1)型になることを,Ca}der6a-zygmundの手法と,R訂dy-
 Llttlewoodの最大関数を用いて証閣する。後半において,Marcinkiewicz積分の,荷重瀾度に
 よる評価を与え,特異積分の荷重測度に関する有界性と,その荷重がAp一条件を満たす事の同
 値性を,核の単位球面上の連続度がDini条件を満たすという条件の下で証明する。証明には,
 特異積分に関する矢野茂樹(1975)の評価を一般化して用いる。これは,Coifman-Feffermanの
 結果の一般化である。
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 論文審査の結果の要旨
 フーリエ変換の理論における幾つかの問題は,平行移動によって不変な作用素の性質を研究
 することに帰着される。古典的な一変数のフーリエ解析の理論では,ヒルベルト変換,最大函
 数が重要な役割を果しているが,近年多変数フーリエ解析の研究と結びついて,種々の最大函
 数,マルチプライヤー,リットルウッド製ペイリイ型の補助函数が導入されている。これらは
 すべて平行移動で不変な作用素であって,その評価が興味ある課題となっている。
 従来,これらの議論はフーリエ級数とフーリエ変換の場合を別々に平行して行ってきたが,
 1く.ドリュー(1965年)によって実軸上の議論を単位円に移植する一般論を構成する研究が始め
 られ,その逆の移植問題も研究されている。
 第一章において,移植問題について最も基本的なマルチプライヤー作用素に着目して一般化
 を試みる。すなわち,ある測度空間上の可測函数族に値をもつ,フーリエ変換又はフーリエ級
 数に対するマルチプライヤー作用素を導入しn次元ユークリッド空間Rn又はn次元トララス
 ㍗上の作用素の評価を他方の評価へ移行する。これによって,既知の平行移動不変な作用素の
 L1㌧評価の移植が容易になった。また弱しP一評価も移植可能であることを示した。これでRn
 とTn上の函数の移植問題はほぼ完全な形で解決されたと雷える。
 第二,第三章において,特異積分型作用素及びマルチンキュピッチ函数に対して精密な評価
 を与えている。特に,弱しP有界作用素の最も興味ある例であるg*函数が0<p≦1の場合,r
 から弱しPへの有界作矯素であることをフェファーマン(隻970年)の手法で証明している。この方
 法は嶽次元の場合に拡張可能である。
 以上のように,本論文の結果はR“及びTn上のフーリエ解析にあらわれる平行移動不変な作
 用素間の関係にiつの解釈を与え,それらの評価に新しい有効な手段をもたらしている。これ
 は著者が自立して研究を行に必要な高度な研究能力と学識を有することを示している。よって
 金子誠の論文を理学博士の学位論文として認める。
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